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「認知症がある家族の介護を経験した私から、すべての人たちへ」メッセージ集 

 

共生社会の実現を目指すための認知症基本法が成立し、誰もが尊厳を保ち希望を持って

暮らすことができる地域社会を目指すため、認知症のある人の声を尊重し、「新しい認知症

観」*に基づき施策を推進していくことが求められています。そのためには誰もが認知症に

なる可能性があることを前提に、ひとりひとりが「じぶんごと」として認知症を正しく理

解できるようにしていくことが大切です。 

今回、認知症がある家族を介護した経験のある方からのメッセージを集めました。 

認知症がある家族の介護をする人の思いを知り支え合うことは、認知症がある人を知り

支え合うことに繋がります。介護する人の心身の健康や生活の質が良い状態でいること

は、介護を受ける認知症のある人の心身の健康や生活の質を良い状態とすることにつなが

るからです。 

多くのご家族が、認知症のある家族の介護が「じぶんごと」となってはじめて分かった

ことや感じたことをメッセージにしてくださいました。ひとつひとつのメッセージから、

これから「じぶんごと」として認知症に出会っていく私たちがより暮らしやすい地域社会

を考えていくためのヒントが得られると思います。 

１人でも多くの方がこれらのメッセージにふれていただければ幸いです。 

今回、区内の認知症介護家族の会、認知症カフェや地域包括支援センターのほかグルー

プホームや小規模多機能居宅介護事業所など一部の介護事業所にもご協力いただきまし

た。メッセージの収集に奔走いただいた方、口伝えに企画にご賛同いただきメッセージを

お寄せくださった方、多くの方の心温かいご協力に心より感謝申し上げます。 

 

*新しい認知症観とは、認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってか

らも、一人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間達

とつながりながら、希望をもって暮らし続けることができるという考え方 
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